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２．調査分析結果 
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２．調査分析結果 

【家庭での災害対策について】 

問１ あなたのご家庭では、災害（地震・風水害など）に備えて何をしていますか。当てはま

るものをすべて選んでください。 

 
 
災害時への備えについては、「避難路や避難場所の確認」（43.6％）という回答が一番多く、次に「非

常食、飲料水、携帯ラジオなどの非常用持出品の用意」（40.9％）、「非常時の家族との連絡方法の確認」

（30.5％）と続いている。その一方で、「何もしていない」（29.3％）という回答も３割ある。 

年代層でみると、「何もしていない」という回答は、「２０歳代」（46.9％）、「３０歳代」（40.9％）

と４割を超えている。年代層が高くなるにつれ、「何もしていない」という回答割合は減少し、「避難路

や避難場所の確認」や「非常食、飲料水、携帯ラジオなどの非常用持出品の用意」などの回答割合は増

える傾向にある。 

居住年数でみると、「何もしていない」という回答は、「５年未満」（38.4％）、「５年以上１０年未満」

（36.2％）で回答割合が多い結果となっている。 

非常時への備えについては、「避難路や避難場所の確認」や「非常食、飲料水、携帯ラジオなどの非

常用持出品の用意」など、各家庭ですぐに取り組めることに対してはその回答割合が高い。しかし、「地

域の防災訓練などへの参加」、「自宅の耐震性の確認」、「家具や家電製品などの固定」といったことまで

取り組んでいる回答割合が低い結果となっている。 
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問２ あなたのご家庭では、災害時の非常持ち出し品として、どのような品目を準備していま

すか。当てはまるものをすべて選んでください。 

《食料品関係》 

 
 
災害時の非常用持ち出し品として食料品関係の準備状況としては、「水」（75.1％）という回答が一

番多い。次に、「缶詰」（58.5％）、「カップめん」（42.4％）と続いている。 

食料品の準備としては、災害時に重要となる「水」を準備している家庭が７割を超えている。しか

し、公的な支援が得られる前に必要と考えられる主食関連の食料を準備している家庭は、限られている

状況といえる。 
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《衣類・寝具関係》 

 
 
災害時のために準備している衣類などについては、「タオル・バスタオル」（60.5％）という回答が一

番多い。次に、「下着」（42.8％）、「上着・防寒具」（38.5％）と続いている。 

衣類・寝具関係については、無回答の方も約４分の１となる。災害時に特別な準備をしていなくとも、

何とか対応できるという思いがあることから、衣類・寝具関係については、準備が十分になされていな

いと考えられる。また、災害用として特別に準備しやすいものとして「タオル・バスタオル」があるも

のの、他の衣類などは季節ごとにタンスなどに一緒に保管しているため、災害時のために特別な保管を

していないことが多いと考えられる。 
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《防災用品関係》 

 
 
防災用品関係で準備しているものとしては、「懐中電灯」（93.3％）が一番多く、次に「ラジオ」（81.9％）、

「軍手・皮手袋」（65.6％）と続いている。 

年代層でみると、「軍手・皮手袋」「マッチ・ライター」という回答割合は、「２０歳代」から「４０

歳代」までほぼ同じといえるが、「５０歳代」から「７０歳以上」については、年代層が上がるにつれ、

その回答割合も高くなっている。 

災害時に最も必要と思われる「懐中電灯」、「ラジオ」は、準備している割合も高い。一方、大きな

災害の際には必要になる「防災ずきん」、「ヘルメット」、「万能ナイフ」などを準備している割合が低い

結果となっている。 
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《貴重品関係》 

 
 
災害時に備え準備している貴重品関係としては、「現金」（57.8％）が一番多く、次に「健康保険証

（写）」（44.2％）、「証書類（年金・権利証など）」（39.1％）と続いている。 

年代層でみると、「４０歳代」が貴重品関係を準備している割合が一番低い傾向にある。「５０歳代」

から「７０歳以上」と年代層が上がるにつれ、貴重品関係の準備割合が高くなっている。また、「３０

歳代」、「２０歳代」と年代が下がる場合も、その準備割合が高くなる傾向がみられる。 

「４０歳代」は災害時に備えた貴重品の保管よりも、普段の生活により関心が高いことから、他の

年代層よりも貴重品関係を準備する傾向が低いと思われる。また、「２０歳代」、「３０歳代」は、単身

世帯も多く、貴重品関係も災害時に備え保管しやすいと考えられる。さらに、「５０歳代」から上の年

代層になると、災害が起きた時に守るべき財産や権利等も増え、収入の支えとなる年金などの書類も貴

重品として保管するようになることから、貴重品関係の準備割合が高くなると考えられる。 
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《医療品関係》 

 
 
災害時に備え準備している医療品関係としては、「救急ばんそうこう」（61.3％）が一番多く、次に

「常備薬」（47.0％）、「処方薬」（28.3％）と続いている。 

年代層でみると、「常備薬」、「処方薬」という回答は、「６０歳代」、「７０歳以上」と年代が高くな

るにつれ、回答割合も高くなる傾向にある。 

「常備薬」、「処方薬」が必要な家庭の割合は限られると考えられる。一方、災害時にけがをした場

合必要になると思われる「包帯・三角きん」については、準備割合が低いといえる。 
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《日用品・その他》 

 
 
災害時に備え準備している日用品・その他については、「ティッシュペーパー」（69.4％）が一番多

く、次に「ビニール袋」（48.6％）、「使い捨てカイロ」（39.9％）と続いている。 

災害時に何かと便利な「ティッシュペーパー」や「ビニール袋」の準備割合は高いといえる。その

一方で、「卓上コンロ」、「固形燃料」などライフラインが止まった場合に必需品となるものの準備割合

は低い結果となっている。 

 

 

 




